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元
末
に
お
け
る
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
と
便
宜
的
に
命
名
す
る
も
の
）
の
多
層
的
な
あ
り
方
に
っ
い
て
、
筆
者
は
関
心
を
持
ち
続
け

て
い
る
。
金
の
北
中
国
占
領
の
脅
威
を
一
因
と
し
て
、
南
宋
に
お
い
て
す
で
に
士
大
夫
の
み
な
ら
ず
庶
民
に
至
る
ま
で
の
一
種
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
成
立
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
な
お
南
宋
全
体
で
論
ず
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
江
南
が
他
に
対
し
て
、
ひ
と
か
た
ま
り
に
な
っ
て
、

と
い
う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る
占
領
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
始
め
て
現
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
感
覚
は
、
実
に
；
冒
も
て
蔽
い
が
た
い
錯
綜
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
鄭
思
肖
の
よ
う
に
反
モ
ン
ゴ
ル
一
辺
倒
の
文
人
を
江
南

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
代
表
者
と
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
の
は
、
元
代
の
文
集
の
ほ
と
ん
ど
に
モ
ン
ゴ
ル
⑧
色
目
人
官
僚
に
対
す
る
賛
辞
や

交
友
の
記
録
が
多
く
見
え
る
こ
と
で
分
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
裏
で
は
反
モ
ン
ゴ
ル
感
情
を
大
多
数
が
持
っ
て
は
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
論
じ
尽
く
せ
な
い
何
か
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
元
代
の
詩
文
は
た
だ
の
阿
諌
追
従
者
の
文
字
と
し
て
、
文
学
史
で
切

り
捨
て
る
に
は
余
り
に
惜
し
い
面
白
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
各
個
人
の
ア
ィ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
微
妙
に
絡
ま
っ
た
、
こ
の
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
そ

の
説
明
は
混
迷
を
極
め
、
致
し
方
無
く
矛
盾
を
矛
盾
と
し
て
遺
し
た
ま
ま
羅
列
的
に
記
述
す
る
に
と
ど
ま
る
点
も
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ

も
そ
も
人
間
存
在
自
体
が
、
諸
要
素
が
互
い
に
矛
盾
し
な
が
ら
も
結
合
し
あ
う
有
機
的
全
体
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
元
代
に
お
い
て
は
そ
れ

が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
と
い
う
だ
け
だ
と
も
い
え
る
。
後
世
の
我
々
に
変
節
に
見
え
る
よ
う
な
、
文
人
達
の
豹
変
を
、
道
義
的
に
責
め
る
の

を
し
ば
ら
く
待
っ
て
、
彼
ら
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
か
、
で
き
る
だ
け
感
情
移
入
し
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
、
も
っ
れ
た
糸

を
解
き
ほ
ぐ
す
第
一
歩
と
な
ろ
う
。

　
本
論
文
で
扱
う
『
僑
呉
集
』
の
作
者
鄭
元
祐
は
、
元
後
期
の
学
者
に
し
て
文
人
で
あ
る
が
、
正
史
に
伝
な
く
、
文
学
史
的
に
と
り
あ
げ
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ら
れ
る
こ
と
も
ま
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
元
末
の
混
乱
期
に
お
い
て
知
識
人
界
の
長
老
と
し
て
一
定
の
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
役
割
を
果
た

し
、
そ
の
作
晶
に
割
合
に
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
背
景
と
し
た
表
現
が
多
く
、
元
末
文
人
の
中
で
探
究
に
値
す
る
一
人
で
あ
る
と
筆
者

は
考
え
る
。

　
彼
の
生
涯
の
概
要
を
知
る
た
め
に
、
顧
嗣
立
『
元
詩
選
』
所
収
の
彼
の
伝
記
を
引
く
。
〕
兀
祐
、
字
は
明
徳
、
処
州
遂
昌
の
人
。
其
の

父
、
希
遠
は
家
を
銭
塘
に
徒
す
。
是
の
時
、
成
淳
の
諸
老
は
猶
お
在
り
、
元
祐
は
遍
く
其
の
門
に
遊
び
て
、
疑
を
質
し
隠
を
稽
る
。
充
然

と
し
て
得
る
有
り
、
奇
気
を
以
て
自
負
す
。
父
没
し
て
、
平
江
に
僑
居
す
。
学
者
雲
集
す
。
新
省
の
嚢
憲
は
争
い
て
潜
徳
を
以
て
之
を
薦

む
る
も
、
腎
疾
あ
れ
ば
仕
う
る
を
願
わ
ず
、
呉
中
に
優
遊
す
る
者
幾
ん
ど
四
十
年
な
り
。
至
正
丁
酉
（
二
二
五
七
）
、
平
江
路
儒
学
教
授

に
除
せ
ら
る
。
一
歳
に
し
て
、
疾
を
移
し
て
去
る
。
後
七
年
、
江
新
儒
学
提
挙
に
擢
ん
で
ら
る
。
居
る
こ
と
九
月
に
し
て
卒
す
。
年
七
十

有
三
、
時
に
至
正
二
十
四
年
（
二
二
六
四
）
也
。
明
徳
は
児
の
時
、
乳
姪
手
を
失
す
る
を
以
て
、
右
腎
に
傷
っ
く
る
を
致
す
。
長
ず
る
に

比
び
て
、
能
く
左
手
も
て
槽
書
を
作
す
、
規
矩
備
さ
に
至
り
、
世
は
一
絶
と
称
す
、
遂
い
に
自
ら
尚
左
生
と
号
す
。
文
章
を
為
る
こ
と
湧

浦
に
し
て
豪
宕
、
古
え
の
作
者
の
風
有
り
。
詩
も
亦
た
清
峻
に
し
て
蒼
古
な
り
。
時
に
玉
山
主
人
草
堂
文
酒
の
会
、
名
輩
畢
く
集
ま
る
。

記
序
の
作
、
多
く
焉
れ
に
推
属
す
。
東
呉
の
碑
掲
に
は
、
館
閣
を
貴
と
ば
ず
し
て
而
し
て
其
の
著
す
る
所
を
貴
ぶ
者
有
り
。
晩
年
自
ら
其

の
作
る
所
の
文
を
彙
め
て
以
て
謝
徽
に
授
け
て
日
く
、
吾
は
杭
に
在
り
て
も
亦
た
嘗
っ
て
作
有
る
も
、
薮
こ
に
呉
に
僑
す
る
こ
と
久
し
く
、

而
し
て
作
の
多
し
と
為
す
を
以
て
、
故
に
之
に
名
づ
け
て
『
僑
呉
集
』
と
日
う
、
と
。
張
士
誠
平
江
に
拠
る
に
当
た
り
、
東
南
の
文
士
は

之
に
依
る
者
多
し
、
明
徳
最
も
一
時
の
書
宿
為
り
と
云
う
」

　
す
な
わ
ち
、
西
暦
二
一
九
二
年
（
後
述
『
僑
呉
集
』
附
録
蘇
大
年
「
遂
昌
先
生
鄭
君
墓
誌
銘
」
に
よ
る
）
か
ら
二
二
六
四
年
ま
で
、
ほ

ぼ
元
代
を
お
お
う
時
期
を
生
き
た
人
で
あ
る
。
江
南
と
い
っ
て
も
、
や
や
僻
地
に
属
す
る
処
州
の
籍
貫
で
、
幼
時
は
杭
州
で
育
っ
た
。
右

手
に
障
害
が
あ
り
、
そ
れ
が
彼
の
生
き
方
や
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
が
、
本
論
で
は
論
じ
な
い
。
の
ち
蘇
州
（
呉
、
平

江
）
に
移
り
、
晩
年
に
至
る
ま
で
滞
在
（
「
僑
」
）
し
た
。

　
彼
の
別
集
は
『
僑
呉
集
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
本
論
で
鄭
元
祐
の
考
え
方
を
知
る
依
拠
と
し
て
扱
う
こ
の
集
に
つ
い
て

簡
単
に
説
明
す
る
。
引
用
の
テ
キ
ス
ト
は
『
僑
呉
集
』
（
国
立
中
央
図
書
館
編
印
、
元
代
珍
本
文
集
彙
刊
、
一
九
七
〇
）
を
用
い
た
。
こ



れ
は
、
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
抄
本
の
影
印
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
冒
頭
に
附
せ
ら
れ
た
劉
兆
祐
氏
の
「
叙
録
」
に
拠
っ
て
大
要
を

紹
介
す
る
。

　
本
抄
本
の
末
尾
、
弘
治
丙
申
（
九
年
、
一
四
九
六
）
付
け
の
張
習
の
「
刊
『
僑
呉
集
』
録
」
に
よ
る
と
、

「
『
遂
昌
山
人
集
』
二
十
巻
有
り
。
僅
か
に
詩
と
文
と
に
分
か
れ
、
而
し
て
類
叙
無
し
。
皆
漫
稿
也
。
又
『
僑
呉
集
』
有
り
、
編
次
は
固

よ
り
当
た
れ
る
も
、
然
れ
ど
も
繁
蕪
重
出
多
し
。
生
（
因
り
て
？
）
之
を
通
録
し
て
、
其
の
詩
文
の
精
純
な
る
者
を
得
た
り
。
併
せ
て
一

十
二
巻
と
為
す
。
価
お
『
僑
呉
』
と
名
づ
く
。
梓
を
用
て
以
て
伝
う
」

　
張
習
は
『
遂
昌
山
人
集
』
と
『
僑
呉
集
』
（
こ
ち
ら
は
『
僑
呉
集
』
冒
頭
の
謝
徽
の
「
序
」
に
い
う
巻
数
に
一
応
合
っ
て
い
る
）
の
ニ

テ
キ
ス
ト
を
見
、
『
僑
呉
集
』
の
編
次
に
合
わ
せ
て
再
編
集
し
て
刊
行
し
た
ら
し
い
。
後
、
『
遂
昌
山
人
集
』
の
方
の
著
録
は
無
く
、
早
く

亡
び
た
ら
し
い
。
本
抄
本
は
、
こ
の
弘
治
刊
本
あ
る
い
は
そ
の
系
統
本
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
十
二
巻
の
他
に
、
補
遺
一
巻

が
あ
っ
て
、
清
の
飽
廷
博
の
蒐
集
に
よ
る
鄭
元
祐
の
逸
文
逸
詩
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
巻
末
に
清
の
銚
錫
の
題
記
が
あ
っ
て
、

「
知
不
足
斎
蔵
本
に
伝
わ
る
」
と
あ
る
。
他
に
も
、
刊
本
、
抄
本
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
巻
数
等
が
一
致
し
、
内
容
に
大
差
は
無
い
と
み

て
よ
い
よ
う
だ
。
（
『
四
庫
全
書
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
）

　
上
記
『
元
詩
選
』
の
伝
記
の
大
部
分
は
、
『
僑
呉
集
』
末
尾
に
附
録
せ
ら
れ
た
蘇
大
年
の
「
遂
昌
先
生
鄭
君
墓
誌
銘
」
に
拠
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
こ
の
史
料
を
中
心
に
、
彼
の
生
涯
や
人
間
関
係
を
追
い
な
が
ら
、
後
論
を
先
取
り
す
る
形
で
彼
の
も
つ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
い

か
な
る
性
質
を
も
っ
た
か
に
言
及
す
る
。

「
墓
誌
銘
」
で
は
「
処
州
鄭
氏
は
、
遂
昌
の
鍾
族
也
。
君
は
世
よ
儒
を
以
て
顕
る
。
曾
祖
克
は
、
故
の
宋
西
川
経
略
使
。
祖
開
先
は
、
朝

奉
郎
知
道
州
永
明
県
。
考
石
門
高
士
は
、
講
希
遠
、
高
尚
に
し
て
仕
え
ず
」
と
い
う
。
代
々
儒
者
の
家
柄
で
、
曾
祖
父
は
宋
代
に
四
川
で

官
吏
を
し
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、
中
国
全
土
に
関
す
る
情
報
は
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
ろ
う
。
「
漕
府
李
侯
の
北
に
帰
る
を
送
る
序
」

（
『
僑
呉
集
』
巻
八
）
に
「
第
だ
余
は
辰
な
ら
ず
、
銭
塘
の
湖
上
に
生
長
し
、
南
遊
は
婆
に
止
ま
り
、
北
遊
は
楊
に
止
ま
る
」
と
あ
る
よ
う

に
、
鄭
元
祐
は
終
生
江
南
か
ら
一
歩
も
出
な
か
っ
た
が
、
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
は
な
ら
ず
、
時
代
、
地
域
を
越
え
た
関
心
を
持
ち
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続
け
た
。
元
代
に
入
る
と
「
国
初
、
家
を
銭
唐
に
徒
し
、
屋
を
湖
上
に
結
び
、
耕
釣
を
以
て
自
ら
楽
し
む
。
批
蒋
氏
、
二
子
有
り
、
君
は

其
の
仲
也
」
幼
少
か
ら
（
お
そ
ら
く
出
生
か
ら
）
杭
州
に
住
ん
だ
。
杭
州
は
行
中
書
省
が
置
か
れ
た
、
江
南
の
中
心
地
で
あ
る
。
彼
の
性

格
に
は
、
田
舎
出
身
の
儒
者
と
し
て
の
固
さ
と
、
都
会
人
と
し
て
の
酒
脱
さ
が
並
立
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
杭
州
は
南
宋
の

首
都
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
彼
の
学
問
に
影
響
を
与
え
た
。
「
時
に
威
淳
の
諸
老
猶
お
在
り
。
君
遍
く
そ
の
門
に
遊
び
、
疑
を
質
し
隠
を
稽

る
。
其
の
見
聞
は
充
然
と
し
て
得
る
在
ヶ
。
侃
々
と
し
て
奇
気
を
以
て
自
負
す
。
諮
老
節
を
折
り
て
之
に
下
る
」
彼
及
び
彼
と
同
年
代
の

人
た
ち
が
、
幼
時
遺
老
達
か
ら
間
接
的
に
宋
の
遺
事
を
聞
い
た
こ
と
が
、
後
年
の
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
育
成
し
た
で
は
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
直
接
の
経
験
で
は
な
い
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
現
状
肯
定
で
あ
り
、
反
元
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
体
制
の
中
の
栄
達
を
望
ん
だ
こ
と
は
、

他
の
同
時
代
人
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
仁
宗
の
時
の
科
挙
復
活
は
、
何
よ
り
も
江
南
の
読
書
人
た
ち
に
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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「
江
断
行
中
書
省
郎
中
超
天
錫
は
、
剛
正
謹
厳
に
し
て
、
交
際
に
慎
む
。
独
り
君
を
家
に
延
き
て
、
其
の
子
期
願
の
与
に
講
学
す
。
期
願

は
後
に
甲
科
に
中
る
。
即
ち
中
書
参
知
政
事
の
子
期
公
也
」
後
述
す
る
ご
と
く
、
こ
の
趨
天
錫
は
北
方
人
で
、
モ
ン
ゴ
ル
に
従
っ
て
、
杭

州
に
入
っ
た
大
官
で
あ
り
、
鄭
元
祐
は
こ
の
人
及
び
そ
の
子
期
願
の
近
づ
き
に
な
っ
た
。
「
時
に
蕪
林
平
章
廉
公
は
朝
廷
の
宿
望
を
以
て

銭
唐
に
退
居
す
。
君
と
忘
年
の
交
わ
り
を
為
す
。
君
是
由
り
遍
く
当
世
の
士
と
交
わ
り
、
声
名
は
籍
甚
た
り
。
四
方
君
を
慕
う
者
は
、
識

る
と
識
ら
ざ
る
と
、
皆
称
し
て
明
徳
先
生
と
為
す
」
廉
公
は
、
畏
吾
児
人
、
世
祖
に
仕
え
た
大
官
廉
希
憲
の
子
、
廉
悔
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
鄭
元
祐
は
実
力
が
支
配
階
級
の
北
方
人
、
色
目
人
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
士
大
夫
界
で
の
名
望
を
高
め
た
。
注
意

し
た
い
の
は
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
、
士
大
夫
界
も
反
民
族
的
だ
と
い
う
ご
と
き
反
発
を
見
せ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
非
常
に
歓
迎
し
た
ら

し
い
こ
と
で
あ
る
。
或
い
は
、
科
挙
に
合
格
し
て
出
世
す
る
コ
ー
ス
よ
り
も
名
声
を
得
る
の
に
有
効
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
や
が
て
父
の
死
を
き
っ
か
け
に
蘇
州
に
移
る
。
「
石
門
君
卒
す
。
君
は
其
の
兄
の
介
甫
先
生
と
借
に
姑
蘇
に
移
居
す
。
兄
残
し
て
、
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
つ

に
喪
す
る
こ
と
父
の
如
し
。
君
に
従
い
て
学
ぶ
者
戸
外
の
履
常
に
満
っ
。
新
省
の
御
史
府
、
宣
闘
、
一
憲
毫
は
章
を
交
わ
し
て
、
潜
徳
を
以

て
君
を
朝
に
薦
む
。
君
は
自
ら
腎
疾
を
以
て
仕
う
る
を
願
わ
ず
。
在
廷
の
諸
公
も
、
君
の
志
し
を
知
り
て
、
亦
た
甚
だ
し
く
は
相
い
屈
せ

ざ
る
也
」
蘇
州
で
も
名
声
は
高
く
、
処
士
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
し
た
の
だ
が
、
こ
の
間
、
決
し
て
世
に
超
然
と
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
運
動
を
陰
に
陽
に
行
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
後
に
述
べ
る
。



「
呉
中
に
優
遊
す
る
者
、
三
四
十
年
。
富
貴
声
利
一
も
其
の
心
を
動
か
さ
ず
。
素
よ
り
書
を
著
す
を
喜
ば
ず
。
嘗
ね
に
学
者
に
謂
い
て
日

く
、
経
は
則
ち
経
也
。
史
は
則
ち
緯
也
。
義
理
の
淵
薮
は
焉
こ
に
在
り
。
学
者
に
能
く
尽
く
古
人
の
意
を
得
る
者
は
鮮
し
実
。
況
や
敢
え

て
私
に
論
述
す
る
所
有
ら
ん
乎
、
と
。
識
者
は
其
の
道
に
見
有
る
を
称
す
」
史
を
重
ん
じ
る
点
に
注
意
し
た
い
。
自
国
の
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
は
、
異
民
族
支
配
下
に
あ
っ
て
は
危
険
な
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
議
論
を
許
す
よ
う
な
柔
ら
か
な
秩
序
下
に
江
南
は
あ
り
、
そ

こ
に
独
特
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
成
立
し
た
と
は
い
え
な
い
か
。

「
性
は
平
易
真
率
、
矯
激
の
行
い
を
為
さ
ず
。
人
と
交
わ
る
も
亦
た
然
り
。
後
進
を
汲
引
す
る
こ
と
常
に
及
ば
ざ
る
が
如
し
。
頭
は
童
に

歯
は
舘
な
る
も
、
壮
気
は
衰
え
ず
、
応
酬
の
鉄
暇
、
手
に
巻
を
釈
か
ず
。
呉
人
は
風
裁
を
欽
仰
し
、
之
に
敬
礼
せ
ざ
る
者
岡
し
。
ハ
夫
賎

隷
も
亦
た
能
く
君
の
姓
名
を
知
る
。
人
に
患
難
有
れ
ば
、
之
を
掻
抜
す
る
こ
と
水
火
を
救
う
が
如
し
。
士
友
或
い
は
貧
に
し
て
、
自
ら
存

す
る
能
わ
ず
、
以
て
相
い
給
す
る
無
し
と
度
れ
ば
、
則
ち
遍
く
諸
有
力
者
に
告
げ
て
、
其
の
困
随
を
賜
わ
し
む
」
道
学
者
に
あ
り
が
ち
な
、

己
を
高
く
し
て
孤
立
す
る
よ
う
な
タ
ィ
プ
で
は
な
く
、
面
倒
見
が
よ
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
文
人
界
の
巨
細
に
わ
た
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
こ
そ
が
、
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
同
胞
意
識
の
背
後
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
問
題
は
顧
嗣
立
が
言
及
し
た
、
長
老
と
し
て
張
士
誠
政
権
に
協
力
し
た
こ
と
の
解
釈
で
あ
る
。
至
正
十
六
年
（
二
二
五
六
）
張

士
誠
が
蘇
州
を
占
領
す
る
。
翌
年
、
朱
元
璋
と
の
対
抗
上
、
張
は
元
朝
に
投
降
す
る
が
、
そ
れ
は
形
式
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
「
至
正
十

七
年
大
府
は
将
士
郎
平
江
路
儒
学
教
授
を
授
く
。
君
は
欣
然
と
し
て
辞
せ
ず
し
て
日
く
、
講
学
は
我
が
素
志
也
。
居
る
こ
と
一
歳
に
し
て
、

即
ち
疾
を
移
し
て
去
る
。
後
七
年
江
新
儒
学
提
挙
に
陞
る
。
君
亦
た
辞
せ
ず
し
て
日
く
、
文
蔓
也
。
儒
者
の
職
也
、
と
。
居
る
こ
と
九
月

に
し
て
、
微
疾
に
感
じ
て
而
し
て
卒
す
。
朝
官
士
友
の
遠
近
に
聞
く
者
は
、
奔
赴
せ
ざ
る
莫
し
」
「
欣
然
」
と
か
「
不
辞
」
と
い
う
わ
ざ

と
ら
し
い
表
現
は
、
お
そ
ら
く
鄭
元
祐
が
蘇
州
で
生
き
る
た
め
に
い
や
い
や
な
が
ら
仕
官
し
た
こ
と
を
か
え
っ
て
暗
示
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
本
心
を
隠
し
た
演
技
で
あ
る
に
せ
よ
、
と
も
か
く
形
式
上
は
元
朝
の
官
職
で
あ
り
、
蘇
州
の
文
化
、
教
育
を
に
な
う
の
は
儒
者

の
責
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
大
義
と
し
王
旦
言
し
た
こ
と
は
、
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
独
特
な
あ
り
方
が
し
か
ら
し
め
た
と
筆
者
は

思
う
。
本
論
の
主
題
は
、
鄭
元
祐
の
本
音
を
探
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
演
技
的
な
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
そ
れ
を
見
る
者
も
演
技
と
い

う
こ
と
は
承
知
で
あ
っ
た
ろ
う
）
が
意
味
を
持
っ
空
間
の
構
造
の
解
明
に
重
き
を
お
く
で
あ
ろ
う
。

　
『
僑
呉
集
』
に
つ
い
て
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三
八

　
鄭
の
死
後
「
孤
起
ち
て
状
を
以
て
銘
を
請
う
。
僕
泣
き
て
而
し
て
之
を
撫
し
て
日
く
、
君
は
天
地
の
全
人
也
。
承
平
に
生
長
し
、
晩
に

世
変
に
渉
る
。
骨
肉
は
寛
い
に
相
い
保
ち
て
虞
れ
な
し
。
又
且
っ
十
年
の
福
を
安
享
し
て
而
る
後
逝
く
。
蓋
し
君
は
明
哲
保
身
、
行
業
は

素
よ
り
造
物
に
悦
づ
る
無
く
、
而
し
て
造
物
の
君
に
報
ゆ
る
者
も
亦
た
厚
し
実
」
「
安
享
十
年
之
福
」
「
明
哲
保
身
」
と
い
う
表
現
も
、
鄭

の
晩
年
の
仕
官
が
や
む
を
得
ざ
る
に
出
で
た
こ
と
を
示
す
だ
ろ
う
。

　
以
下
、
『
僑
呉
集
』
の
本
文
を
中
心
に
、
鄭
元
祐
及
び
そ
の
周
囲
の
人
達
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
り
様
の
、
い
く
っ
か
の
特
徴
を
述

べ
た
い
。

　
ま
ず
、
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
が
、
そ
れ
が
決
し
て
観
念
的
に
「
江
南
」
な
り
「
民
族
」
な
り
を
措
定
す
る
の
で
は
な
く
、
現

実
に
住
み
生
き
る
人
間
に
対
す
る
強
い
関
心
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
と
相
い
表
裏
し
て
強
い
人
間
関
係
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
結
ば

れ
て
い
た
こ
と
を
見
よ
う
。

『
僑
呉
集
』
を
ひ
も
と
け
ば
、
鄭
元
祐
が
様
々
な
有
名
人
物
と
詩
文
を
応
酬
し
て
い
た
こ
と
は
す
ぐ
に
分
か
る
。
後
世
に
文
学
者
と
し
て

名
を
残
し
た
人
に
は
、
楊
維
槙
は
じ
め
、
張
雨
、
睨
墳
、
薩
都
刺
、
顧
嘆
な
ど
が
い
て
多
士
済
済
で
あ
る
。
た
だ
し
、
高
啓
ら
交
わ
り
が

見
え
ぬ
名
士
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
高
啓
ら
の
方
が
当
時
主
流
の
楊
ら
の
文
芸
に
反
発
を
感
じ
て
、
交
際
を
避
け
た
の
が
原
因
で
あ
ろ
う
。

　
蘇
州
に
お
け
る
、
鄭
元
祐
の
生
活
や
文
学
活
動
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
支
え
た
の
が
、
文
学
愛
好
者
の
素
封
家
顧
嘆
で
あ
る
。
そ
の
大
庭

園
玉
山
に
寄
せ
る
「
玉
山
草
堂
記
」
が
『
僑
呉
集
』
巻
十
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
玉
山
の
様
々
な
名
勝
に
題
記
を
草
し
た
。

ま
た
玉
山
で
名
公
た
ち
と
遊
び
、
応
酬
の
作
を
多
く
残
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
『
僑
呉
集
』
の
附
録
に
数
十
首
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
つ
き
合
い
の
あ
り
方
も
、
道
学
者
の
固
さ
が
少
な
く
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
あ
っ
た
。
蓑
華
『
耕
学
斎
詩
集
」
巻
五
（
『
景
印
文
淵

閣
四
庫
全
書
』
台
湾
商
務
印
書
館
発
行
所
収
）
に
「
鄭
明
徳
先
生
寿
器
を
売
り
て
以
て
婿
を
賛
す
。
玉
山
道
人
（
顧
瑛
）
復
た
一
棺
を
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

る
。
詩
を
賦
し
て
以
て
謝
す
。
予
に
次
韻
す
る
を
蓮
む
」
な
る
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
全
文
を
引
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
さ

「
山
人
の
右
腎
は
枯
れ
て
稜
有
り
、
日
に
硯
田
を
耕
し
て
姻
藤
を
転
ぎ
る
。
砥
だ
今
年
は
已
に
六
十
五
、
時
に
感
じ
て
旧
を
思
い
身
は
凌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

競
す
。
文
章
は
海
内
に
当
日
に
鳴
り
し
も
、
老
病
窮
愁
は
蝿
集
の
如
し
。
子
亡
に
女
長
じ
て
当
に
婿
を
賛
す
べ
き
に
、
銭
無
く
棺
を
売
る



　
　
　
　
　
　
　
お

は
情
と
し
て
豊
に
位
し
ま
ん
。
江
空
し
く
木
は
落
ち
て
西
風
高
く
、
短
衣
破
屋
捜
牢
に
驚
く
。
玉
山
に
相
い
逢
い
て
涙
は
霞
を
流
し
、
老

い
た
る
我
太
平
は
再
び
遭
い
難
し
と
い
う
。
玉
山
義
を
重
ん
じ
て
水
火
に
急
な
り
。
為
に
楠
木
の
棺
を
製
す
、
蚕
の
纏
裏
を
得
る
が
若
し
。

便
ち
老
僕
を
呼
び
て
鐸
を
荷
な
い
て
随
わ
し
め
、
酔
死
す
れ
ば
何
ぞ
妨
げ
ん
即
ち
我
を
埋
む
る
を
。
君
見
ず
や
北
部
山
、
荒
墳
は
白
草
の

間
に
累
累
た
り
。
金
を
積
む
何
ぞ
如
か
ん
陰
徳
を
種
う
る
に
、
黄
鳥
能
く
致
す
三
公
の
環
」

　
婿
を
と
る
た
め
の
資
金
調
達
に
鄭
元
祐
が
か
ね
て
用
意
の
棺
桶
を
売
っ
た
の
に
対
し
て
蓑
華
の
送
っ
た
詩
で
あ
る
。
「
墓
誌
銘
」
に
よ

れ
ば
、
鄭
元
祐
に
は
三
子
あ
っ
た
が
皆
早
世
し
、
娘
一
人
が
残
っ
た
。
こ
の
詩
は
鄭
の
窮
乏
に
対
す
る
同
情
心
は
深
い
も
の
の
、
や
や
囎

諺
的
な
悪
ふ
ざ
け
に
傾
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
鄭
元
祐
自
身
の
詩
が
『
僑
呉
集
』
に
見
え
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
か
ら
も
、

棺
桶
と
い
う
素
材
が
引
き
起
こ
す
お
か
し
み
や
鄭
元
祐
の
情
け
な
い
状
態
（
貧
乏
の
ど
ん
底
と
い
う
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
）
を
、
忌
み
は

ば
か
る
こ
と
な
く
咲
笑
し
て
も
よ
い
よ
う
な
社
交
の
雰
囲
気
が
う
か
が
え
る
。
そ
こ
に
は
濃
密
な
人
間
関
係
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
背
景
に

江
南
を
愛
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
生
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
無
論
、
遊
び
の
文
章
の
み
な
ら
ず
、
「
呉
県
儒
学
門
銘
」
（
『
僑
呉
集
』
巻
七
）
「
平
江
路
新
築
郡
域
記
」
「
重
修
平
江
路
儒
学
記
」
（
『
僑

呉
集
』
巻
九
）
な
ど
公
的
な
碑
文
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
の
知
識
人
の
リ
ー
ダ
ー
、
長
老
と
し
て
、
流
寓
の
地
蘇
州
で
確
固

た
る
足
場
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
が
彼
の
表
の
顔
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
地
元
民
で
か
た
ま
ら
ず
、
支
配
階
級
た
る
外
地
人
と
も
交
わ
る
、
そ
れ
も
積
極
的
に
交
わ
る
の
が
、
鄭
元
祐
一
流
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
、
異
民
族
支
配
へ
の
屈
服
と
と
る
か
、
江
南
の
豊
か
さ
を
背
景
と
し
た
、
お
う
よ
う
さ
、
柔
軟
さ
と
と
る

か
は
、
立
場
の
違
い
に
よ
ろ
う
。
今
は
具
体
的
な
事
例
で
、
そ
の
実
態
を
見
る
。

　
ま
ず
、
鄭
元
祐
の
最
初
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
趨
天
錫
、
期
願
父
子
と
の
関
係
で
あ
る
。
鄭
元
祐
は
『
僑
呉
集
』
の
他
に
、
『
遂
昌
雑

録
』
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
台
湾
商
務
印
書
館
発
行
所
収
）
と
い
う
元
初
の
逸
事
を
記
し
た
筆
記
小
説
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
中
に

い
う
。

「
今
の
河
南
行
省
の
参
知
政
事
の
宛
丘
の
趨
公
、
名
は
期
願
、
字
は
子
期
。
其
の
先
府
君
の
宛
丘
公
、
講
は
祐
、
字
は
天
錫
、
江
断
行
省

の
照
磨
為
る
時
、
余
其
の
家
に
客
た
り
。
宛
丘
公
嘗
っ
て
言
え
ら
く
、
其
の
家
は
陳
州
に
在
り
、
瓦
屋
一
横
、
人
称
し
て
超
総
把
の
家
と

　
『
僑
呉
集
』
に
つ
い
て
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一
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

為
す
。
国
家
毎
歳
の
秋
、
統
兵
官
、
兵
を
将
い
て
、
江
の
南
北
（
原
乍
比
、
今
改
）
を
哨
す
。
県
に
至
れ
ば
民
間
に
寛
に
歌
泊
す
。
初
め

て
至
る
と
き
は
、
極
め
て
厳
毅
な
る
も
、
再
歳
三
四
歳
に
し
て
情
契
故
き
が
如
し
。
一
日
哨
馬
南
に
帰
り
、
一
繰
囚
を
賭
る
。
両
足
凍
え

て
堕
つ
る
に
垂
ん
と
し
、
馬
足
の
間
に
坤
吟
し
飢
凍
す
。
宛
丘
の
父
、
囚
に
誰
為
る
か
と
問
う
。
囚
頗
軍
戚
足
し
て
日
く
、
我
は
南
宋
の
官
人

に
し
て
、
盧
州
の
通
判
の
胡
某
な
り
。
城
破
れ
て
虜
と
す
る
所
と
為
る
、
と
。
公
の
父
復
た
問
う
、
是
く
の
如
く
ん
ば
汝
は
則
ち
是
秀
才

か
、
と
。
囚
復
え
て
日
く
、
我
は
春
秋
も
て
科
に
登
る
、
と
。
公
の
父
日
く
、
汝
此
く
の
如
く
ん
ば
則
ち
能
く
教
学
す
る
や
否
や
。
囚
日

く
、
豊
に
秀
才
に
し
て
教
学
す
る
能
わ
ざ
る
者
有
ら
ん
乎
、
と
。
公
の
父
、
統
兵
官
に
請
い
、
両
馬
を
用
て
易
え
て
之
を
得
。
涜
濯
す
る

に
湯
液
を
以
て
し
、
包
嚢
す
る
に
麗
壽
を
以
て
し
、
魔
酒
を
温
め
て
以
て
之
を
飲
食
せ
し
む
る
に
、
絶
え
ん
と
し
て
復
た
蘇
る
。
蘇
れ
ば

則
ち
両
足
堕
っ
実
。
因
り
て
其
の
姓
字
貫
籍
を
問
い
、
遂
い
に
延
き
て
其
の
家
に
致
し
、
以
て
諸
子
に
教
適
せ
し
む
。
是
の
時
、
准
以
北
、

挙
く
全
書
有
る
を
知
ら
ず
。
胡
通
判
は
其
の
憶
記
す
る
所
を
以
て
諸
生
に
授
く
。
六
年
を
更
て
而
し
て
後
姐
す
。
因
り
て
之
を
屋
後
に
葬

る
。
残
す
る
に
臨
み
、
宛
丘
公
の
家
に
謝
し
て
日
く
、
我
が
分
は
六
年
の
前
に
死
す
に
、
重
ね
て
汝
の
家
の
延
く
所
と
な
る
。
汝
の
家
、

後
必
ず
斯
文
も
て
顕
わ
る
る
者
有
ら
ん
、
と
。
、
子
期
の
丁
卯
の
科
に
登
り
、
文
儒
を
以
て
政
府
に
登
る
に
逮
び
て
、
而
し
て
其
の
二
代
も

皆
二
晶
に
封
ぜ
ら
る
。
信
な
る
乎
、
斯
文
の
報
い
の
致
す
可
き
こ
と
は
、
と
云
う
」

　
こ
れ
は
、
超
期
願
の
父
で
、
宛
丘
公
超
祐
、
字
は
天
錫
か
ら
著
者
鄭
元
祐
が
き
い
た
話
で
あ
る
。
天
錫
の
父
、
し
た
が
っ
て
期
願
の
祖

父
の
超
総
把
は
、
蒙
古
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
南
宋
の
士
人
胡
某
な
る
も
の
の
危
難
を
救
い
、
そ
れ
を
わ
が
子
の
家
庭
教
師
と
し
た
。
そ
の

報
い
で
孫
の
期
願
は
、
進
士
及
第
し
て
大
官
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
趨
期
願
は
、
先
に
も
言
及
し
た
が
、
超
宛
丘
と
し
て
し
ば
し
ば

『
僑
呉
集
』
に
あ
ら
わ
れ
、
鄭
元
祐
を
引
き
立
て
る
の
に
大
い
に
力
を
尽
く
し
た
人
で
あ
る
。

　
吉
川
幸
次
郎
氏
は
『
元
雑
劇
研
究
』
　
上
篇
　
元
雑
劇
の
背
景
　
第
二
章
　
元
雑
劇
の
作
者
（
上
）
で
こ
の
超
天
錫
は
、
す
な
わ
ち

『
録
鬼
簿
』
に
、
趨
天
錫
　
洋
梁
の
人
、
鎮
江
府
判
、
と
い
い
、
「
試
湯
餅
何
郎
榑
粉
」
「
賢
愛
卿
金
銭
前
刀
燭
」
と
、
二
種
の
雑
劇
を
録
す

る
人
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
言
う
。
（
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
巻
十
四
、
一
一
一
頁
∫
一
一
五
頁
）
こ
れ
に
対
し
て
孫
槽
第
氏
は
そ
の
著

『
元
曲
家
考
略
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
）
の
趨
天
錫
の
項
目
（
一
四
一
∫
一
四
四
頁
）
で
『
録
鬼
簿
』
に
い
う
趨
天
錫
は
、
至

順
『
鎮
江
志
』
巻
十
五
、
巻
十
七
に
見
え
る
趨
萬
珪
、
字
は
天
錫
、
至
順
元
年
よ
り
三
年
ま
で
鎮
江
府
判
官
と
な
っ
た
と
あ
る
ひ
と
で
別



人
物
だ
と
い
う
。
（
こ
こ
で
付
言
す
れ
ば
、
北
方
雑
劇
、
散
曲
を
、
創
作
し
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
受
容
し
た
か
ど
う
か
で
、
江
南
知
識
人

を
二
派
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
異
文
化
の
新
奇
を
好
む
都
会
派
と
好
ま
な
い
保
守
伝
統
派
で
あ
る
）
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
こ
で
は
、
北
方
人
の
中
に
、
江
南
の
文
化
に
感
化
さ
れ
、
学
識
を
深
め
て
、
積
極
的
に
江
南
の
読
書
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
者

が
現
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
か
っ
た
。
文
化
程
度
が
高
け
れ
ば
、
か
か
る
外
地
人
を
も
受
容
す
る
点
に
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
特
徴
が

あ
ろ
う
。

　
蘇
州
に
移
っ
て
か
ら
も
、
外
地
人
の
高
官
と
積
極
的
に
関
係
を
結
ぷ
。
「
再
び
監
司
達
白
野
先
生
に
奉
る
書
」
（
『
僑
呉
集
』
巻
七
）
は
、

当
時
の
大
官
に
し
て
科
挙
合
格
文
人
の
泰
不
華
（
達
普
化
、
元
史
巻
一
四
三
に
伝
あ
り
）
に
、
わ
が
子
倍
に
吏
の
ポ
ス
ト
を
世
話
し
て
ほ

し
い
と
頼
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
み
ず
か
ら
の
右
手
が
不
自
由
で
あ
る
こ
と
、
超
期
願
の
家
に
招
か
れ
、
家
庭
教
師
を
し
な
が
ら
、
学

問
に
励
ん
だ
が
、
貧
窮
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
の
ち
、
一
転
し
て
子
供
の
就
職
に
関
す
る
依
頼
を
始
め
る
。
趨
期
願
は
「
年

壮
に
及
び
て
而
し
て
未
だ
要
ら
」
ぬ
鄭
元
祐
に
「
呉
下
の
貧
医
の
女
を
姿
ら
し
む
。
遂
い
に
連
り
て
三
児
を
得
。
独
り
長
児
の
み
存
す
」

「
去
冬
趨
公
は
国
子
祭
酒
と
為
る
。
雲
中
の
李
公
仲
賢
は
湖
南
憲
由
り
漕
府
万
戸
に
除
せ
ら
る
。
京
を
離
る
る
の
日
、
超
公
は
躬
ら
其
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
し
な

寓
に
至
り
て
、
某
し
の
子
去
皿
ぞ
ハ
吏
に
補
し
て
、
以
て
糊
口
し
、
而
し
て
親
を
謄
わ
ざ
る
、
と
道
う
。
李
公
斯
文
の
故
を
以
て
、
車
を
下

る
に
及
び
、
即
ち
某
し
の
傲
居
に
過
ぎ
る
。
而
し
て
超
公
の
言
を
以
て
告
ぐ
。
是
に
於
い
て
児
の
借
は
李
公
及
び
今
の
漕
長
章
公
に
荷
い

て
之
を
成
就
す
る
也
」
そ
し
て
就
職
が
決
ま
っ
た
と
思
っ
た
ら
「
豊
に
料
ら
ん
や
、
李
廉
使
一
旦
官
を
棄
て
て
北
上
す
る
や
、
平
江
の
富

人
程
丙
な
る
者
有
り
て
」
賄
賂
に
よ
っ
て
わ
が
子
の
ポ
ス
ト
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
某
し
は
自
ら
惟
念
す
ら
く
、
貧
病
此
く
の
如
し
、
筍
く
も
超
李
二
公
斯
文
を
垂
念
せ
ず
ん
ば
、
則
ち
倍
児
は
区
々
た
る
所
吏
す
ら
、
夢

想
の
至
ら
ざ
る
所
な
ら
ん
」
そ
し
て
話
が
大
仰
に
な
る
。
「
趨
参
政
、
李
廉
使
は
皆
太
平
の
盛
世
聖
君
の
賢
相
を
以
て
、
時
の
五
福
を
敏

め
て
庶
民
に
錫
う
を
以
て
心
と
な
す
。
是
に
於
い
て
小
児
を
造
就
す
。
禽
合
の
禄
を
得
、
以
て
某
し
の
病
廃
残
骸
を
養
わ
令
む
。
今
錬
期

は
鍾
き
に
在
り
。
而
し
て
乃
ち
富
家
の
小
児
に
奪
わ
る
。
然
れ
ど
も
、
敢
え
て
自
ら
黙
せ
ざ
る
は
、
趨
李
二
公
の
厚
徳
に
孤
く
有
れ
ば
也
。

是
に
於
い
て
上
告
す
。
脱
し
く
は
能
く
宣
布
せ
ら
れ
ん
か
。
聖
君
賢
相
、
福
を
敷
め
民
に
錫
う
は
、
冤
な
る
者
は
吐
く
を
獲
、
屈
す
る
者

は
伸
ぷ
る
を
獲
、
貧
老
阪
す
る
無
き
者
は
養
わ
る
る
所
有
る
を
獲
る
に
先
ん
ず
る
こ
と
莫
し
。
是
則
ち
閣
下
の
任
な
り
」

　
『
僑
呉
集
」
に
つ
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て
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息
子
の
就
職
が
天
下
国
家
に
か
か
る
大
事
で
あ
る
と
い
い
、
あ
た
か
も
泰
不
華
の
不
行
き
届
き
を
責
め
る
が
如
き
口
吻
は
、
異
様
に
傲

慢
に
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
追
い
っ
め
ら
れ
て
な
り
ふ
り
か
ま
わ
な
く
な
っ
た
様
を
わ
ざ
と
あ
ら
わ
に
す
る
戦
略
か
も
し
れ
な
い
。
と

い
う
の
は
、
こ
の
直
前
に
収
め
ら
れ
た
泰
不
華
へ
の
最
初
の
手
紙
「
達
監
司
に
上
ま
つ
る
啓
」
も
、
回
り
く
ど
い
言
い
方
で
息
子
の
就
職

の
世
話
を
求
め
た
手
紙
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
が
不
首
尾
で
あ
っ
た
の
で
、
今
回
強
く
出
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
書
は
、
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ぬ
子
へ
の
愛
情
、
自
己
の
貧
し
さ
故
の
心
細
さ
に
よ
る
屍
理
屈
と
み
な
さ
れ
よ
う
が
、
鄭
元
祐
の
真
意

が
那
辺
に
あ
る
か
、
今
は
問
題
と
せ
ず
、
こ
の
理
屈
に
な
っ
て
い
な
い
議
論
に
透
け
て
み
え
る
、
彼
の
国
家
に
対
す
る
態
度
を
考
え
た
い
。

我
利
我
欲
の
た
め
に
国
家
を
持
ち
出
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
自
分
に
見
返
り
が
な
く
て
、
何
の
国
家
だ
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
っ
ま
．
り
、
あ
く
ま
で
も
世
話
に
な
る
大
官
を
通
し
て
の
国
家
で
あ
り
、
観
念
的
に
頭
に
宿
る
も
の
で
は
な
い
。
実
利
的

な
ま
で
に
現
実
的
だ
か
ら
こ
そ
、
後
世
の
我
々
が
み
れ
は
、
不
純
に
み
え
る
が
、
鄭
に
と
っ
て
は
、
国
家
と
い
う
も
の
は
結
局
か
か
る
も

の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
「
斯
文
」
を
以
て
国
家
を
論
ず
る
点
は
、
後
述
す
る
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
文
化
至
上
主
義
に
よ

る
で
あ
ろ
う
。

　
国
家
を
観
念
と
し
て
で
は
な
く
、
現
実
的
に
と
ら
え
る
鄭
元
祐
の
か
か
る
態
度
は
、
自
分
を
養
っ
て
く
れ
る
王
朝
を
否
定
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
批
判
す
る
に
し
て
も
、
元
が
江
南
を
支
配
し
た
ま
ま
で
、
理
想
に
近
づ
く
こ
と
を
望
ん
だ
。
こ
の
元
に
対
す
る
彼
な
り
の
忠

義
の
質
が
分
か
る
作
晶
を
い
く
つ
か
あ
げ
る
。

「
杭
州
即
事
」
（
『
僑
呉
集
』
巻
五
）
其
の
一
「
瓦
礫
は
堆
堆
と
し
て
路
鋤
を
塞
ぐ
も
、
巷
陪
尽
く
蓬
菩
同
な
る
に
遊
ぶ
に
勝
る
。
祠
宮
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま

臥
す
駝
鳴
き
て
團
た
り
、
秘
殿
春
に
肩
じ
ら
れ
て
馬
矢
し
て
躁
ぐ
さ
し
。
山
色
は
今
度
の
惨
な
る
に
如
く
は
無
く
、
潮
頭
は
昔
時
の
高
き

に
似
る
可
け
ん
や
。
王
師
は
貴
き
こ
と
能
く
安
集
す
る
に
在
り
、
豊
に
必
ず
し
も
兵
行
き
て
血
刀
を
漬
け
ん
や
」
賊
が
各
地
に
起
こ
っ
て

よ
り
し
ば
し
ば
杭
州
は
侵
略
さ
れ
た
。
賊
を
追
い
払
う
た
め
に
導
入
さ
れ
た
王
の
軍
隊
（
王
師
）
も
、
略
奪
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
。
廃

壊
を
前
に
し
て
鄭
元
祐
は
そ
れ
で
も
元
王
朝
に
期
待
す
る
。
軍
事
的
手
段
で
は
な
く
て
、
平
和
的
に
解
決
す
る
道
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
。

　
秩
序
の
大
本
の
皇
帝
に
対
す
る
崇
敬
は
い
さ
さ
か
も
ゆ
る
が
な
い
。
世
祖
皇
帝
を
し
ば
し
ば
た
た
え
る
。
「
汝
陽
張
御
史
死
節
歌
」



（
『
僑
呉
集
」
巻
三
）
で
は
至
正
十
一
年
（
二
二
五
一
）
賊
と
戦
っ
て
死
ん
だ
張
御
史
（
名
は
垣
、
元
史
巻
一
九
四
に
伝
あ
り
）
を
忠
臣
と

し
て
素
直
に
た
た
え
る
。
張
の
お
か
げ
で
平
和
が
到
来
し
た
こ
と
を
喜
び
、
末
尾
は
「
井
を
襲
ち
て
田
を
畔
し
て
帝
の
力
を
歌
わ
ん
」
と

歌
っ
て
順
帝
の
徳
を
称
揚
す
る
。

　
現
実
的
な
愛
国
心
は
、
空
想
的
な
論
を
弄
せ
ず
、
現
実
に
有
効
な
策
を
考
え
る
。
鄭
元
祐
の
場
合
は
、
そ
れ
は
人
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

フ
ル
に
使
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
「
劉
長
洲
を
送
る
」
（
『
僑
呉
集
』
巻
一
）
「
中
呉
沃
土
と
号
し
、
壮
県
長
洲
を
推
す
」
呉
の
土

地
は
肥
沃
で
あ
る
が
、
「
秋
粧
は
四
十
万
、
民
力
諌
求
に
罷
る
」
以
下
民
が
苛
飲
諌
求
に
苦
し
む
様
を
述
べ
る
。
そ
こ
へ
「
天
意
は
困
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お

を
欄
み
て
、
南
の
か
た
卯
金
侯
を
韓
す
。
侯
万
金
の
剤
有
り
、
嚢
を
探
り
て
病
を
痩
ら
令
む
。
壁
者
は
起
ち
て
雀
躍
、
痔
者
は
言
い
て
廟

喝
。
坐
し
て
百
里
の
邑
を
し
て
、
姦
回
彫
鐘
を
息
む
。
是
皆
仁
侯
の
恵
み
、
頒
声
道
に
満
ち
て
周
ね
し
。
清
朝
に
老
功
は
選
ば
れ
、
賞
典

は
滞
留
無
し
。
願
わ
く
は
侯
廊
廟
に
登
り
、
一
に
蒼
生
の
憂
い
を
洗
え
」
こ
れ
は
実
は
劉
の
功
績
を
た
た
え
る
に
意
が
あ
る
の
で
は
な
く

て
、
詩
の
前
半
に
描
写
す
る
蘇
州
の
直
面
す
る
困
難
を
こ
そ
、
中
央
政
府
に
取
り
次
い
で
欲
し
か
っ
た
の
だ
。
彼
が
人
に
詩
文
を
送
る
場

合
の
多
く
に
、
自
分
や
自
分
の
周
囲
の
こ
と
を
よ
ろ
し
く
と
い
う
意
が
裏
に
あ
る
。
天
下
国
家
を
大
上
段
に
論
ず
る
文
を
書
く
こ
と
は
少

な
い
。
む
し
ろ
個
々
の
人
間
関
係
に
お
い
て
相
手
に
真
意
を
も
ら
す
方
が
有
効
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
現
実
性
は
や
は
り
他
と
比
べ
て
経
済
の
発
達
し
た
蘇
州
な
れ
ば
こ
そ
生
ま
れ
た
精
神
で
あ
ろ
う
か
。
送
友
還
郷
（
『
僑
呉

集
』
巻
一
）
で
は
、
挫
折
し
て
故
郷
に
帰
る
友
人
に
対
し
て
、
呉
の
土
地
の
好
い
こ
と
を
い
い
、
「
官
有
れ
ば
固
よ
り
当
に
帰
る
べ
し
、

官
無
く
し
て
帰
る
も
亦
た
好
か
ら
ん
」
と
締
め
く
く
る
。
官
が
な
く
て
も
と
に
か
く
や
っ
て
い
け
る
、
蘇
州
の
豊
か
さ
、
文
化
、
交
友
の

楽
し
さ
が
さ
り
げ
な
く
讃
え
ら
れ
て
い
る
。

　
『
僑
呉
集
』
巻
八
「
思
賢
録
序
」
は
、
謝
応
物
が
そ
の
故
郷
常
州
出
身
の
北
宋
の
諌
臣
郡
忠
公
の
事
跡
を
集
め
た
書
『
思
賢
録
』
に
寄

せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
、
常
州
が
「
宋
の
亡
ぶ
る
に
当
た
り
、
独
り
城
守
し
て
下
ら
ざ
る
は
、
其
の
民
は
磯
す
と
難
も
、
公
の
忠

義
の
然
ら
使
む
る
也
」
と
い
う
部
分
は
、
た
と
え
ば
清
の
時
代
で
は
公
表
不
可
能
な
叙
述
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
反
蒙
古
の
言
と
す
る
の

は
深
読
み
で
あ
り
、
詩
文
の
語
句
の
端
々
に
目
を
光
ら
せ
な
い
ル
ー
ズ
な
元
の
統
治
体
制
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
現
れ
た
表
現
で
あ
り
、
元
朝

を
否
定
す
る
気
持
ち
は
さ
ら
さ
ら
あ
る
ま
い
。

　
『
僑
呉
集
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

　
元
朝
で
あ
れ
ば
こ
そ
生
ま
れ
た
我
々
の
ア
ィ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
り
、
時
代
を
否
定
す
る
こ
と
は
自
分
自
身
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、

自
ら
の
生
き
方
を
あ
く
ま
で
も
こ
の
衰
退
し
っ
っ
あ
る
時
代
に
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
の
が
、
当
時
の
知
識
人
の
共
有
の
認
識
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

　
鄭
元
祐
と
同
時
代
を
生
き
て
、
元
朝
、
張
士
誠
政
権
、
明
朝
ど
れ
に
も
距
離
を
置
い
た
処
士
と
し
て
知
ら
れ
る
王
逢
は
、
鄭
元
祐
の
死

を
聞
い
た
時
挽
歌
を
寄
せ
た
。
『
梧
渓
集
』
（
『
知
不
足
斎
叢
書
』
第
二
十
九
集
所
収
）
巻
四
上
所
収
「
故
遂
昌
先
生
鄭
提
学
挽
辞
」
で
あ

る
。　
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「
処
士
星
は
夜
明
る
く
、
先
生
処
州
に
生
ま
る
。
六
経
胸
に
滝
貫
し
、
百
氏
目
に
漁
蒐
す
。
筆
の
繍
絡
は
五
色
、
花
の
様
購
求
を
従
い

ま
ま
に
す
。
器
は
大
に
し
て
晩
れ
て
始
め
て
成
り
、
両
た
び
東
諸
侯
に
辞
さ
る
（
太
尉
張
公
を
謂
う
）
。
…
…
幼
く
し
て
西
湖
に
遷
り
、

淳
祐
前
修
を
鉄
す
。
　
林
（
平
章
廉
公
）
と
竹
楼
の
間
、
弦
歌
胱
壽
を
継
ぐ
。
甲
科
の
趨
期
願
（
中
書
参
政
趨
公
）
笈
を
負
い
て
衣
は
躬

ら
枢
す
。
偶
ま
姑
蘇
台
を
覧
て
、
遂
い
に
成
す
賢
胡
留
ま
る
を
。
克
荘
（
廉
使
韓
公
）
弊
は
遠
く
よ
り
至
り
、
兼
善
（
状
元
泰
公
）
礼
は

遼
い
よ
優
れ
り
。
…
…
欝
欝
た
り
石
門
山
、
故
瀧
（
曾
祖
の
克
宗
は
西
川
経
略
使
、
祖
の
開
先
は
知
道
州
永
明
県
）
は
阻
ま
れ
且
っ
悠
た

り
。
橘
霜
ふ
り
屋
洞
浄
く
、
剣
は
虹
の
ご
と
く
虎
丘
光
る
。
好
く
干
（
尚
書
干
公
文
伝
）
柳
（
待
制
柳
公
貫
）
を
鰺
し
、
遠
く
虞
（
文
靖

虞
公
集
）
黄
（
文
献
黄
公
潜
）
の
輸
を
拉
く
。
超
然
た
り
地
下
の
楽
し
み
、
遡
た
り
実
塵
中
の
憂
い
」

（
）
内
は
原
注
で
あ
る
。
王
逢
は
人
名
や
事
績
に
詳
し
く
注
を
施
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
王
逢
の
他
の
詩
と
比
べ
て
も
、

人
名
注
が
甚
だ
し
く
多
い
。
あ
く
ま
で
も
現
実
の
人
間
関
係
の
中
で
鄭
元
祐
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
挽
歌
で
あ
り
、
学
者
に
対
す
る
挽
歌

で
常
套
で
あ
る
よ
う
な
、
古
代
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
伝
統
の
中
で
そ
の
人
を
位
置
づ
け
る
修
辞
を
用
い
な
い
。
元
の
時
代
に
生
き
た
わ
れ
わ

れ
と
い
う
立
場
を
、
元
末
の
文
人
達
は
越
え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
視
野
が
狭
い
と
い
う
の
は
あ
た
る
ま
い
。
自
ら
の
立
脚
地

に
素
直
で
あ
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
文
人
⑧
学
者
で
あ
る
以
上
、
云
統
主
義
者
に
は
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
実
的
な
関
心
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
鄭

元
祐
ら
元
末
の
知
識
人
の
場
合
、
現
在
に
近
い
時
代
、
特
に
宋
元
革
命
期
に
興
味
の
多
く
が
そ
そ
が
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
、



即
反
元
に
結
び
っ
か
な
い
こ
と
は
す
で
に
強
調
し
た
。
『
僑
呉
集
』
巻
二
『
古
培
行
』
の
序
に
、
幼
い
時
、
宋
諸
王
子
孫
の
住
居
跡
を
巡
っ

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
鄭
の
こ
の
興
味
は
、
南
宋
の
記
憶
が
遠
く
な
い
時
期
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
先
述
の
『
遂
昌
雑
録
』
も
宋
末
元
初
の
諸
公
の
事
績
の
筆
記
で
あ
る
し
、
書
画
の
趣
味
も
お
も
に
そ
の
時
期
に
偏
る
よ
う
で
あ
る
。

『
僑
呉
集
』
に
は
「
趨
松
雪
画
」
（
巻
二
）
　
「
趨
松
雪
画
馬
」
『
僑
呉
集
』
（
巻
三
）
「
重
題
温
日
観
」
『
僑
呉
集
』
（
巻
二
）
な
ど
の
こ
の
時

期
の
作
晶
に
対
す
る
題
画
詩
が
見
え
る
。

　
岳
王
廟
の
再
建
と
維
持
も
重
大
関
心
事
で
諸
大
官
に
働
き
か
け
て
宿
望
を
果
た
し
た
。
（
「
重
建
岳
郡
王
忠
烈
廟
碑
」
『
僑
呉
集
』
巻
十

一
。
「
与
杭
州
路
廉
宣
差
起
苔
褒
封
岳
王
書
」
『
僑
呉
集
』
巻
七
）
一
般
に
元
代
中
国
の
古
跡
に
は
、
当
時
の
ま
ま
の
も
の
は
少
な
く
、
明

代
に
再
建
さ
れ
た
も
の
が
多
い
、
ど
う
も
元
末
江
南
か
ら
こ
の
気
風
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　
さ
て
以
上
、
鄭
元
祐
の
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
っ
い
て
、
元
朝
に
対
す
る
帰
属
心
と
絡
め
て
、
そ
の
特
徴
を
い
く
っ
か
述
べ
た
。
便

宜
的
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
語
を
用
い
た
が
、
こ
の
語
が
我
々
に
与
え
る
排
也
性
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
筆
者
の
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
は
比
較
的
に
乏
し
い
。
最
後
に
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
地
域
に
閉
じ
込
も
る
の
で
は
な
く
、
外
部
へ
の
志
向
を
も
っ
こ
と
を
強

調
し
て
置
き
た
い
。

　
鄭
元
祐
は
生
涯
江
南
を
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
、
『
僑
呉
集
』
所
収
作
晶
の
大
部
分
は
当
然
江
南
を
舞
台
と
す
る
が
、
幾
つ
か
は

外
の
世
界
を
描
く
。
例
え
ば
、
「
章
皐
銅
像
賛
」
（
『
僑
呉
集
』
巻
七
）
。
そ
の
序
に
よ
れ
ば
、
章
皐
は
唐
末
の
知
識
人
で
忠
義
の
人
と
し
て

知
ら
れ
る
が
、
「
出
で
て
西
川
節
度
使
と
為
る
。
時
に
吐
蕃
と
南
詔
と
は
、
時
な
ら
ず
し
て
入
憲
す
。
而
し
て
皐
は
能
く
間
を
用
い
て
奇

を
出
し
、
南
詔
は
復
た
臣
と
な
り
、
吐
蕃
は
援
を
失
う
。
西
南
の
民
は
、
遂
に
蘇
息
を
獲
。
徳
宗
は
其
の
功
を
異
と
し
て
、
検
校
司
徒
兼

中
書
を
加
う
。
今
南
康
郡
王
に
封
ぜ
ら
る
。
蜀
の
人
之
を
徳
と
し
、
銅
を
範
し
て
皐
の
像
を
為
る
に
至
る
。
故
老
相
い
伝
え
て
、
大
家
は

皐
の
像
を
鋳
し
て
、
皐
の
身
と
等
し
き
に
至
る
。
中
人
の
家
は
又
之
に
次
ぎ
、
貧
下
小
家
と
難
も
、
亦
た
銅
を
鋳
し
て
小
像
を
為
る
、
長

さ
僅
か
に
二
三
寸
許
り
。
歳
時
祭
拝
す
る
こ
と
、
神
明
の
如
し
焉
。
唐
亡
び
、
皐
の
大
像
は
、
之
を
見
る
莫
き
も
、
其
の
小
像
の
民
間
に

散
落
す
る
者
は
、
用
い
て
鎮
紙
と
為
す
に
至
り
、
段
を
致
す
に
忍
び
ず
。
夫
れ
皐
は
一
介
の
書
生
な
る
も
、
其
の
功
は
換
烈
し
竹
白
巾
に
耀
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ハ

く
。
而
し
て
其
の
小
像
の
海
宇
に
流
伝
す
る
者
は
、
何
ぞ
千
百
に
止
ど
ま
ら
ん
。
人
人
は
、
是
れ
之
を
唐
の
章
皐
と
称
す
」
賛
に
は
「
唐

の
社
は
已
に
灰
と
な
り
、
皐
の
像
の
み
独
り
存
す
。
世
に
董
狐
無
く
ん
ば
、
執
か
蒙
昏
を
昭
ら
か
に
せ
ん
。
千
万
年
に
於
い
て
、
我
が
舌

は
椚
せ
ず
」
と
い
う
。
お
そ
ら
く
曾
祖
父
が
四
川
で
役
人
を
し
て
い
た
関
係
も
あ
ろ
う
、
遠
い
晩
唐
の
四
川
と
微
妙
に
交
感
し
、
一
体
感

を
感
じ
て
い
る
。
目
前
の
銅
像
を
前
に
し
て
広
が
る
妄
想
と
も
い
う
べ
き
思
考
の
連
鎖
が
背
景
に
あ
ろ
う
。
知
識
人
と
し
て
章
皐
に
同
一

化
し
、
そ
の
忠
義
を
偲
ぶ
、
唐
は
滅
ん
だ
が
、
そ
の
像
が
残
り
、
忠
義
の
名
声
は
滅
ば
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
錯
綜
す
る
思
考
の
連
鎖
が
。

恐
ら
く
鄭
元
祐
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
忠
義
の
対
象
は
元
朝
へ
と
向
か
う
で
あ
ろ
う
。
か
く
の
ご
と
く
、
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
っ
て

も
、
江
南
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
中
国
へ
、
全
歴
史
へ
と
広
が
る
志
向
を
内
に
蔵
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
は
四
川
よ
り
遠
く
、
行
く
こ
と
な
ど
殆
ど
考
え
ら
れ
な
い
塞
辺
の
戦
闘
に
も
思
い
を
致
す
。
「
出
塞
七
首
少
陵
に
数
う
」
（
『
僑

呉
集
』
巻
一
）
其
の
二
「
秦
時
左
戊
を
問
い
、
漢
家
弛
刑
の
徒
。
騒
駿
翰
海
に
棄
て
ら
れ
、
天
陰
り
突
く
こ
と
鳴
鳴
。
我
生
還
を
望
む
に

非
ざ
る
も
、
魂
晩
は
帰
途
に
迷
う
。
但
だ
願
う
犬
と
矢
と
の
利
き
を
、
身
を
委
ね
て
狂
胡
を
断
た
ん
。
肝
嵯
載
筆
の
書
、
紀
さ
ず
万
骨
の

枯
る
る
を
」
杜
甫
の
「
出
塞
」
詩
と
同
様
、
何
ら
か
の
当
時
の
戦
争
を
意
識
す
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
鄭
元
祐
の
空
想
の
広
が
り
を
指

摘
し
た
い
。
「
我
生
還
を
望
む
に
は
非
ざ
る
も
」
と
い
う
よ
う
に
、
戦
う
兵
士
の
気
持
ち
に
な
り
き
っ
て
い
る
。
な
お
面
白
い
こ
と
に
は
、

清
の
元
詩
選
は
こ
の
詩
を
引
用
す
る
が
、
「
胡
」
の
字
を
欠
字
と
す
る
。
四
庫
全
書
所
収
本
『
僑
呉
集
』
に
至
っ
て
は
一
旬
を
そ
っ
く
り

変
え
る
。
神
経
質
な
目
己
規
制
を
要
求
す
る
清
朝
の
抑
圧
的
な
支
配
に
比
べ
、
元
の
支
配
は
か
な
り
ル
ー
ズ
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
れ
で
も

分
か
る
。
そ
れ
に
鄭
元
祐
は
元
を
「
胡
」
の
一
っ
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
元
朝
の
立
場
に
立
っ
て
、
憎
む
べ
き
敵
を
「
狂
胡
」

と
表
現
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
外
部
へ
の
志
向
は
、
江
南
が
元
朝
に
征
服
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
元
朝
と
一
体
感
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
の
だ
と
筆

者
は
考
え
る
。
思
考
は
江
南
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
外
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
れ
は
全
世
界
ま
で
広
が
る
も
の
で
は

な
く
、
元
朝
の
版
図
ま
で
で
せ
き
止
め
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
土
地
、
例
え
ば
日
本
に
っ
い
て
は
、
空
想
的
で
ま
た
旧
来
の
表
現
の
常
套

を
出
な
い
。
何
人
か
日
本
人
僧
と
交
流
が
あ
る
が
、
不
思
議
の
世
界
の
住
人
と
し
て
の
み
描
く
。
「
聡
首
座
遊
昇
聞
極
日
本
人
を
送
る
」

（
『
僑
呉
集
』
巻
二
）
「
聡
也
金
敷
魚
の
背
上
の
人
、
金
翅
海
を
撃
き
波
を
駆
る
神
」
。
「
贈
日
本
僧
」
（
『
僑
呉
集
』
巻
二
）
「
海
は
島
喚
を
以
て



連
城
と
為
し
、
其
の
大
な
る
こ
と
は
毎
に
龍
伯
と
争
う
。
珊
瑚
の
柱
は
冷
た
く
宮
閾
を
建
て
、
輩
翠
の
波
は
暖
か
く
蓬
滅
を
開
く
。
亦
た

神
曽
の
其
の
国
を
出
づ
る
あ
り
、
能
く
古
佛
と
無
生
を
同
じ
く
す
」
。
「
題
夷
僧
写
蘭
巻
」
（
『
僑
呉
集
』
巻
二
）
「
老
禅
昔
日
本
従
り
来
る
、

足
は
万
里
を
踏
み
鯨
波
を
開
く
。
金
仙
居
る
所
は
大
霞
の
上
、
五
色
の
芝
草
は
楼
台
と
為
す
。
国
香
の
中
に
蘭
と
惹
と
有
り
、
叢
を
成
し

根
を
托
し
蓬
莱
に
在
り
」
。
「
送
鈷
仲
剛
遊
金
陵
」
（
『
僑
呉
集
』
巻
五
）
「
鈷
柄
は
日
本
の
東
従
り
来
る
、
説
法
親
し
く
曾
つ
て
老
龍
に
授

く
」
僧
と
い
う
特
殊
な
も
の
ど
も
で
あ
り
、
日
本
僧
の
方
で
も
神
秘
的
な
ム
ー
ド
作
り
に
励
ん
だ
面
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
海
外
の
異
国

人
に
対
し
て
、
不
可
思
議
な
る
者
、
神
秘
的
な
る
者
と
し
て
見
る
だ
け
で
そ
れ
以
上
掘
り
下
げ
な
い
。
陸
続
き
の
住
人
は
同
胞
、
海
の
向

こ
う
は
ロ
マ
ン
の
世
界
と
い
う
区
別
が
あ
る
よ
う
だ
。
だ
か
ら
こ
れ
ら
の
僧
が
中
国
に
来
て
か
ら
の
描
写
は
、
普
通
の
常
人
の
僧
と
し
て

の
描
写
と
な
る
。
要
す
る
に
、
鄭
元
祐
の
江
南
を
越
え
た
思
考
の
広
が
り
は
、
元
朝
の
人
間
と
し
て
の
一
体
感
に
よ
る
。

　
も
っ
と
も
一
体
感
と
い
っ
て
も
、
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
並
立
し
て
成
立
し
て
い
る
。
「
漕
府
李
侯
の
北
に
帰
る
を
送
る
序
」
（
『
僑

呉
集
』
巻
八
）
「
燕
は
召
公
国
を
啓
き
て
自
り
、
其
の
世
系
は
、
周
と
始
終
す
。
世
に
燕
趨
は
悲
歌
懐
慨
の
士
多
し
、
と
言
う
。
夫
れ
聖

賢
の
過
ぎ
り
て
化
す
る
所
を
更
て
、
其
の
習
谷
の
議
美
、
人
士
の
傑
特
は
豊
に
但
に
悲
歌
憶
慨
而
已
な
ら
ん
哉
。
国
家
朔
漢
に
肇
興
し
、

燕
都
に
鼎
を
定
む
。
百
鉄
年
来
、
燕
の
人
士
は
其
の
才
を
以
て
用
い
ら
れ
、
内
に
し
て
は
廟
朝
、
外
に
し
て
は
郡
国
、
蓋
し
魁
奇
偉
特
の

士
多
け
れ
ば
な
り
」
古
来
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
そ
う
で
あ
る
が
、
中
国
は
異
様
な
ま
で
に
地
域
閥
が
つ
よ
い
。
こ
こ
で
も
燕
を
土
地
の

名
称
で
は
な
く
て
、
古
来
か
ら
の
国
と
と
ら
え
て
い
る
。
裏
返
し
に
見
れ
ば
、
そ
う
い
う
鄭
元
祐
の
属
す
る
江
南
社
会
に
は
呉
国
ま
た
は

越
国
と
し
て
の
歴
史
意
識
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
統
一
国
家
は
統
一
国
家
で
あ
っ
て
、
燕
も
古

代
は
「
周
と
終
始
」
し
た
か
ら
よ
か
っ
た
の
で
、
ま
っ
た
く
の
独
立
と
い
う
の
で
は
な
い
。
燕
人
も
呉
人
も
越
人
も
モ
ン
ゴ
ル
に
支
配
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
秩
序
を
通
し
て
同
じ
人
間
と
し
て
の
共
感
を
得
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
古
来
漢
字
文
化
に
よ
っ
て
地
域
文
化
が

互
い
に
接
着
し
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
は
モ
ン
ゴ
ル
統
治
に
よ
る
一
体
感
の
方
を
筆
者
は
強
調
し
た
い
。
モ
ン

ゴ
ル
の
統
治
に
よ
っ
て
江
南
社
会
に
は
、
北
方
出
身
の
漢
人
が
支
配
階
級
に
多
く
混
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
性
格
を
変
質
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

　
か
く
の
ご
と
く
モ
ン
ゴ
ル
の
統
治
下
に
お
い
て
、
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
他
地
域
と
違
う
と
い
う
自
意
識
を
高
め
っ
っ
、
江
南
地
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域
を
越
え
て
、
元
朝
版
図
全
体
を
志
向
す
る
。
『
徐
元
度
を
送
る
序
』
（
『
僑
呉
集
』
巻
八
）
は
徐
元
度
な
る
人
物
が
米
作
を
北
方
に
移
植

す
る
た
め
に
、
江
南
を
離
れ
る
の
を
送
っ
た
時
の
文
章
で
あ
る
。

「
周
は
后
櫻
を
以
て
興
る
。
故
に
其
の
子
孫
は
天
下
を
有
っ
や
、
郊
廟
に
於
い
て
其
の
功
烈
を
薦
饗
し
て
而
し
て
之
に
声
詩
を
被
う
者
は
、

一
え
に
是
農
事
を
以
て
言
と
為
す
」
中
国
の
伝
統
が
農
業
を
重
ん
じ
る
事
を
周
の
始
祖
に
し
て
、
農
業
の
創
姶
者
と
さ
れ
る
后
稜
か
ら
説

き
始
め
る
。
そ
れ
に
対
し
「
我
が
朝
廷
朔
漢
よ
り
起
こ
り
、
百
鉄
年
間
未
だ
始
め
よ
り
農
桑
を
以
て
急
務
と
為
さ
ず
」
こ
れ
は
中
国
の
文

明
で
は
異
質
の
こ
と
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
批
判
す
る
の
で
は
な
い
。
「
欽
し
ん
で
惟
う
に
、
世
皇
は
東
征
西
伐
し
て
、
豊
に
東

南
の
稲
米
を
知
ら
ん
や
」
世
祖
は
創
業
の
戦
に
忙
し
か
っ
た
の
だ
か
ら
い
た
し
か
た
な
か
っ
た
。
今
や
安
定
期
に
入
っ
た
。
我
が
江
南
の

稲
作
文
化
を
利
用
せ
ぬ
手
は
な
い
。
そ
し
て
新
た
な
事
態
が
現
れ
た
。
「
然
れ
ど
も
既
に
鼎
を
燕
に
定
め
、
海
民
の
朱
張
氏
有
り
て
設
築
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し
て
海
運
を
通
ず
。
海
艘
を
用
て
順
風
を
趨
え
ば
旬
に
波
ば
ず
し
て
而
し
て
畿
旬
に
達
す
。
其
の
初
め
は
十
万
の
若
き
に
過
ぎ
ず
。
利
を

輿
す
の
臣
、
歳
に
増
え
年
に
増
し
、
今
乃
ち
千
万
の
若
き
に
至
る
」
経
済
の
拡
大
と
交
通
流
通
の
発
達
で
あ
る
。
か
く
し
て
北
方
の
民
も

米
を
要
す
る
よ
う
に
な
る
。
江
南
の
米
作
の
技
術
を
北
方
に
伝
え
る
べ
き
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
「
是
に
於
い
て
畿
旬
の
民
は
、
口
を
開
き
て

哺
を
待
っ
」
か
く
し
て
徐
元
度
が
応
募
し
て
北
方
へ
開
墾
に
赴
く
。
南
方
の
文
化
の
一
っ
が
北
方
に
広
が
る
。
そ
の
期
待
は
大
き
い
。
鄭

元
祐
は
こ
の
海
運
と
関
わ
り
が
深
い
。
先
に
自
分
の
息
子
の
就
職
を
ね
ら
っ
た
の
も
海
運
関
係
で
あ
っ
た
。
交
通
の
拡
大
と
発
展
、
こ
れ

が
前
代
と
違
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
目
を
全
中
国
に
開
か
せ
る
。
さ
ら
に
江
南
の
優
れ
た
文
化
を
全
中
国
へ
と
い
う
野
望
も
生
じ
る
。

世
界
を
志
向
す
る
心
の
動
き
、
そ
れ
が
鄭
元
祐
の
諸
作
晶
の
背
景
に
あ
る
。
「
余
は
老
い
た
り
夷
」
先
は
短
い
が
「
尚
お
其
れ
或
い
は
之

を
見
ん
こ
と
を
庶
う
」
北
方
に
南
の
文
明
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
そ
の
精
神
の
志
向
が
彼
の
作
晶
に
は
見
え
か
く
れ
す
る
。

こ
の
外
部
へ
の
志
向
が
、
や
が
て
江
南
を
根
拠
地
と
し
た
明
王
朝
の
全
国
統
一
へ
と
流
れ
て
い
く
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
筆
者
自
身
、
自
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
い
か
な
る
も
の
か
考
え
あ
ぐ
ね
る
時
が
多
く
、
ま
し
て
時
代
と
地
域
を
こ
と
に
す
る
、
元
末

の
江
南
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
っ
い
て
論
ず
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
錯
綜
し
た
雰
囲
気
、
空
気
が
、
時
代
や
地
域
を
覆
っ
て
お

り
、
そ
れ
が
人
々
の
行
動
や
文
化
に
微
妙
な
影
を
与
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
断
言
し
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
何
か
、
普
遍
的
、
超
時



代
的
な
価
直
観
を
措
定
し
て
、
元
代
の
文
化
、
た
と
え
ば
元
詩
を
論
ず
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
元
詩
の
文
学
的
快
楽
を
最
大

限
に
味
わ
う
に
は
、
そ
の
背
後
に
あ
る
作
者
さ
え
も
自
覚
し
な
い
空
気
を
体
得
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

『
僑
呉
集
』
に
つ
い
て

四
九


